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このメールマガジンは、建築研究本部 北方建築総合研究所が、日頃の調査研究、
普及業務などで携わっているニュースを中心に、毎月お送りしているものです。
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　今月号のトピックス
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第95号の内容はこちらです。
■研究紹介
  □「北海道の新たな想定震源に基づく地震被害想定と地震防災戦略に関する
     研究」（平成24～28年度 道受託研究）

■トピックス　　
　□道総研「まちづくり塾」の受講者を募集しています
　□神恵内村と津波防災対策に関する連携協定を締結しました
　□平成28年度終了課題の調査研究報告、研究成果概要、年報をホームページに
　　掲載しました

■最近の研究所の動き　
　□構造計算適合性判定センターから
  □四半期業務報告

■イベントご案内
　□8月3日（木）上川農試公開デー（比布町）
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研究紹介「北海道の新たな想定震源に基づく地震被害想定と地震防災戦略に関
          する研究」（平成24～28年度 道受託研究）　
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  平成17年3月に中央防災会議において減災目標を定めた地震防災戦略が策定
されました。地方公共団体は、具体的な防災の数値目標として地域目標を策定
し、効果的・効率的な地震対策の推進を努めることが求められます。被害の発
生は地域によって異なり、対策の推進には、地域特性に応じた計画が必要です。
そのため人や建物・ライフラインなどの被害対象の脆弱性や分布特性などの地
域特性に応じ、被害分布や被害量を予測する、地震被害想定が必要となります。

  本研究は、北海道総務部危機対策課からの委託により、北海道の地域性を考
慮した地震被害想定を実施し、地域目標を検討する手法を提案しました。被害
予測の対象地震は、対策の優先度を考慮して選定しています。また被害予測手
法として、研究成果や実績を踏まえ、北海道の地域性を考慮することのできる
手法を採用しています。被害想定項目として、地震による揺れや液状化などの
危険度の想定、建物被害や人的被害の想定、ライフライン・交通施設の被害を
想定しました。被害想定結果は、北海道のホームページで公表されています。
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/ktk/jishin_sotei.htm
　また、地域目標を検討する手法として、建物倒壊による人的被害の軽減効果
の評価手法を提案しました。建物の耐震化の進捗による死者数の低減効果を試
算することで、北海道の地震対策に寄与しています。



　これらをふまえ、現在、自治体と連携しながら「想定される危険な地域」を
明らかにするための被害予測手法の研究や津波避難に関する研究、「安全にす
るために必要な対策」として建築物防災対策などの研究に取り組んでいます。
今後、低頻度大規模災害やマルチハザード、北海道の課題である厳寒期の災害
発生を想定しながら、地域防災力の向上に繋がる調査研究を進めていきます。

(環境防災G　竹内)
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■道総研「まちづくり塾」の受講者を募集中です

  建築研究本部では市町村職員を対象に、研究成果の普及に加え、市町村と当
本部がこれからの時代に向かって共に考え成長していくことを目的に、道総研
「まちづくり塾」を開催することといたしました。
  急激な人口減少、超高齢化、自治体財政のひっ迫などの社会情勢に対応する
ため、「地域運営」「防災」「環境・エネルギー」「建築技術（ストックマネ
ジメント等）」などの研究成果や実践例をもとに、“50年後のふるさとづくり”
を共に考えます。申込締切は7月21日（金）です。
  
詳しくはこちらからご覧下さい。
http://www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/koho/press1/170707.html

(企画課　盛永)

■神恵内村と津波防災対策に関する連携協定を締結しました

　今年度から開始する重点研究「津波による最大リスク評価手法の開発と防災対
策の実証的展開」にて、自治体と協力し、雪や寒さ、暗夜など様々な条件での避
難速度や避難経路、避難場所の妥当性などの評価手法、また人口減少や海岸保全
施設整備などの要因による一定時間経過後の津波防災対策効果の評価手法などを
構築し、それら研究成果を、実際の市町村の防災計画策定に活かしてゆく取り組
みを開始します。
　そのため、後志管内神恵内村と津波防災に関する連携協定を締結することとな
り、7月6日に神恵内村にて高橋村長と鈴木本部長との間で、協定の調印が行われ
ました。神恵内村は積丹半島西岸の漁村ですが、地形の関係から市街地の大半が
津波浸水域になると予測され、速やかな避難をいかにして行うかが、住民の方々
の命を守ることに直結するため、研究の成果は、村の津波避難計画などの津波防
災のまちづくりに反映されます。
  この研究では、複数の自治体と協力して成果の実証的な展開を図る予定として
おり、他にも釧路管内厚岸町はじめ道内数カ所の市町村（連携協定を締結するか
は未定）と協力して研究を進めてまいります。

http://www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/koho/press1/170706.html

(企画課　本荘)

■平成28年度終了課題の調査研究報告、年報などをホームページに掲載しました

　北総研のウェブサイトに平成28年度終了課題の調査研究報告（研究報告書）や
研究概要資料を掲載いたしました。また、平成28年度年報も掲載しております。
次のＵＲＬからご覧になれます。

　▼調査研究報告（研究報告書）
　http://www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/develop/houkokusho.html
　▼研究概要資料
　http://www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/develop/nenpou.html



　▼平成28年度建築研究本部北方建築総合研究所年報
　http://www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/koho/pdf/gijutu/nenpouH28.pdf

(企画課　盛永)
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　最近の研究所の動き　
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■構造計算適合性判定センターから
□6月の判定業務
受付　　　18件（26棟）
結果通知　16件（19棟）

6月の判定依頼は、福祉施設等が4件、ホテル、倉庫等が各3件、事務所、各種住
宅、工場等が各2件のほか、病院、店舗が各1件でした。4、5月の受付件数から
大幅に増え、前年同月との比較でも+5件、+10棟と大きく上回るご依頼を頂いて
おります。

さて、今月1日夜23:45ごろ胆振地方中東部を震源とするマグニチュード5.3の
地震が発生しました。今回の地震は、政府の「地震調査研究推進本部」にて活
動が注視されている『石狩低地東縁断層帯』の近くで発生しました。今のとこ
ろ断層帯との関係性は認められてはいませんが、昨年発生した熊本地震を始め
として断層帯で発生する地震は、震源までの距離が近いため大きな被害につな
がることがあります。
近年の日本では、地震のほかにもあらゆる自然災害が多発しています。ここで、
改めて災害に対する備えを確認しておきましょう。

（構造判定Ｇ　千葉） 

■四半期業務報告
平成29年4～6月の受付件数
□依頼試験など（担当：性能評価課）
　依頼試験　　　25件
　設備使用　　　 2件
　性能評価　     3件
　課題対応型支援 3件

□施設見学（担当：企画課）
  件数 12件
  人数 97名

□技術相談（担当：企画課）
  件数 61件
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  イベントご案内
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□8月3日(木)　上川農試公開デー

上川管内には「上川農業試験場」「林産試験場」「北方建築総合研究所」の
道総研の3つの機関があり、連携して様々な取組みを行っています。その一環と
して、『上川農試公開デー』に今年も出展します。
北総研のテーマは「地震に強い建物ってどんなだろう？」です。ペーパークラ
フト教材“紙ぶるるくん”を使って、建物と地震の揺れの関係を学ぶことがで
きます。どなたでもご参加いただけます ♪

　日時：8月3日(木)　10:00～14:00
　場所：上川農業試験場　庁舎1階玄関ロビー（上川郡比布町南1線5号）



http://www.hro.or.jp/list/agricultural/research/kamikawa/22koukaidei.pdf

(企画課　盛永)
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専
用アドレス宛てにメールにてお知らせください。
登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー
ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場
合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。
メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い
により配信される場合がございますので、ご了承ください。

■購読申込・変更・配信停止はこちら
　https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_n
変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と
記載してください。

■各種お問い合わせメールフォーム
　https://www.hro.or.jp/cgi-bin/mail/index.php?id=hokusoken_q

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目
的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。
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発行：（地独）北海道立総合研究機構　建築研究本部　
http://www.hro.or.jp/list/building/research/nrb/index.html


